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　11月20日、どんぐり保育園
でふるさと給食が行われました。
　この日のメニューには、かぼ
ちゃやごぼう、牛肉など村内で
生産された食材を使用。
　旬の食材を存分に満喫した子
どもたちでした。



　
村
で
は
、
I
C
T（
情
報
通
信
技
術
）や
A
I（
人
工
知
能
）な
ど

の
最
先
端
技
術
を
活
用
し
て
、
み
な
さ
ん
の
目
線
で
住
み
た
い
・
住

み
続
け
た
い
未
来
社
会
の
ま
ち
づ
く
り
を
先
行
的
に
実
施
す
る
国
の

「
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
」
の
区
域
指
定
を
目
指
し
、
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
村
で
は
、
こ
れ
ま
で
ス
マ
ー
ト
農
業
の
研

究
を
進
め
る
と
と
も
に
、
国
家
戦
略
特
区
へ

の
申
請
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
特
区
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
中
で
、
農

業
分
野
の
ほ
か
に
も
、
医
療
や
福
祉
、
教
育

な
ど
住
民
の
み
な
さ
ん
の
生
活
に
関
わ
る
各

分
野
の
デ
ー
タ
を
連
携
さ
せ
て
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
こ
と
で
利
便
性
を
高
め
、
地
域
課
題
の

解
決
を
図
る
、
国
の
「
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構

想
」
の
取
り
組
み
に
着
目
し
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
は
「
じ
い
ち
ゃ
ん
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

Q
O
L（
生
活
の
質
）日
本
一
」
と
し
、
年
齢

を
重
ね
て
も
活
躍
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

環
境
の
整
備
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
申
請
す
る
構
想
の
具
体
的
な
部
分
は
検
討

中
で
す
が
、
例
え
ば
、
免
許
返
納
後
の
交
通

手
段
の
確
保
や
離
れ
た
家
族
も
安
心
で
き
る

見
守
り
の
仕
組
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
続
き
や

買
い
物
が
生
体
認
証
の
み
で
完
了
す
る（
書

類
へ
の
記
入
が
不
要
で
あ
っ
た
り
、
財
布
か

ら
お
金
を
出
さ
な
く
て
も
よ
い
）と
い
っ
た

こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

生
活
の
中
で
、
目
に
見
え
に
く
か
っ
た
り
声

に
出
し
に
く
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
、
最
先
端

技
術
の
活
用
に
よ
り
解
決
で
き
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
な
が

ら
、
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

●
問
い
合
せ

　
企
画
政
策
課
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今
年
３
月
に
策
定
し
た
「
第
２
期
更
別

村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

の
村
の
将
来
人
口
の
推
移（
下
表
）を
見
る

と
、
高
齢
者
が
３
人
に
１
人
の
現
状
か
ら
、

２
０
４
５
年
に
は
２・５
人
に
１
人
と
な
り
、

総
人
口
は
２
４
２
５
人
ま
で
減
少
す
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
村
の
主
要
産
業
で
あ
る
農
業
へ
の

就
業
人
口
が
、
平
成
27
年（
２
０
１
５
）年
の

８
４
７
人
か
ら
57
％
減
少
し
３
６
７
人
に
、

１
戸
あ
た
り
の
耕
地
面
積
が
50
ヘ
ク
タ
ー
ル

か
ら
１
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
り
、
経
営
の

継
続
が
難
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

村
の
現
状
と
課
題

　
平
成
30
年
に「
第
６
期
更
別
村
総
合
計
画
」

を
策
定
す
る
際
に
実
施
し
た
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、「
こ
れ
か
ら
も
更
別
村
に
住
み
続

け
た
い
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
、「
村
内

の
別
の
場
所
や
村
外
に
移
り
た
い
」
と
回
答

し
た
方
の
理
由
を
分
析
す
る
と
、
交
通
や
買

い
物
、
住
環
境
、
娯
楽
の
場
へ
の
不
便
さ
を

挙
げ
た
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、
令
和
３
年
度
に
施
行
さ
れ
る
新

た
な
過
疎
対
策
法
の
過
疎
地
域
要
件（
人
口

や
財
政
力
）に
よ
り
、
村
は
過
疎
地
域
か
ら

外
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
各
種
事
業
の
財

源
と
し
て
き
た
過
疎
対
策
事
業
債
な
ど
の
活

用
が
で
き
な
く
な
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う

な
行
財
政
運
営
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

更
別
村
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
の
取
組

年／年代 ０～14歳 15～64歳 65歳以上 合計 高齢化率
2015 431 1831 923 3185 29.0
2020 394 1700 976 3070 31.8
2025 356 1594 990 2940 33.7
2030 328 1494 987 2809 35.1
2035 303 1405 984 2692 36.6
2040 282 1293 993 2568 38.7
2045 260 1186 979 2425 40.4

村の将来人口の推移予測 (人、％ )

第６期更別村総合計画の住民アンケート結果より
Ｑ.これからも更別村に住み続けたいか

今の場所に
住み続けたい
67.6％

わからない
どちらともいえない
無回答

22.1％

村内の別の場所に
移りたい　4.4％

村外に移りたい
5.9％

村内の別の場所や村外に移りたい主な理由
⒈買い物や娯楽などの場が少なく不便　44.6％　
⒉交通が不便　　　　　　　　　　　　37.5％
⒊住宅環境が悪い、土地代・家賃が高い　25.0％　　など

◆自動車がないと不便なので仕方なく運転している
◆高齢者の身体の衰えに対して、適切なサービスが
　提供されていない

◆気軽に集える場所や機会が少ない
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今
日
を
変
え
、未
来
を
守
る

❶どこにでも行くことができ

❷いつまでも健康で

❸活躍し続けられる

　例えば、５分以内に自宅まで迎えに来る自動運転車で、自動車を持っ
　ていなくても自由に地域の集まりや買い物、習い事へ外出できる。

例えば、ウェアラブル端末を通して24時間健康状態を見守り、オン
ラインで診療や健康の相談ができるほか、家族や友達と通話できる。

例えば、指ひとつでロボット農機を動かし、話しかけることで必要な
農作業ができるほか、買い物や行政の手続きも生体認証でスムーズに。

例えば、こんなまちづくり

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
区
域
指
定

ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
更
別
村
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
案
の
策

定
に
参
画
を
希
望
す
る
企
業
へ
の
聞
き
取

り
や
関
連
す
る
企
業
と
の
情
報
交
換
を
行

い
、
参
画
企
業
の
公
募
を
実
施
。

〜
12
月
上
旬

　
企
業
か
ら
の
応
募
内
容
を
も
と
に
、
村

ス
マ
ー
ト
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
協
議
会

の
評
価
委
員
の
意
見
を
踏
ま
え
、
参
画
企

業
を
決
定
し
、
構
想
の
素
案
を
作
成
。

12
月
中
旬
〜
下
旬

　
住
民
の
み
な
さ
ん
や
関
係
団
体
へ
の
説

明
会
の
ほ
か
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
。

令
和
３
年
１
月
〜
２
月

　
国
が
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
の
区
域
指
定
。

令
和
３
年
春
頃

　
構
想
を
ま
と
め
、国
に
応
募
。

令
和
３
年
２
月
〜
３
月

◆今後30年間で人口は約24％減少し、高齢化率は約11％上昇

５分以内の
自動送迎

24時間
ウェアラブル
見守り・相談

生体認証で
自由自在な
活動

100年先も持続可能な豊かな村へ

生活の質の向上
①村民

②村
効率的な
行財政運営

③民間企業
持続的な
事業参加

じ
い
ち
ゃ
ん
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

　
　
Ｑ（
生
活
の
質
）

Ｏ
Ｌ
日
本
一
の
村
さ
ら
べ
つ

自動運転で農作業の身体的負担を軽減 ウェアラブル端末で健康状態を見守る
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　寒さが日ごとに厳しくなり、雪が本格的に降る季節になりました。
　村では、冬の生活道路を確保し、みなさんの生活を支えるため、除雪体制を整えて
います。しかし、迅速で効率的な除雪作業を行うためには、地域にお住まいのみなさ
んの協力が欠かせません。
　一人ひとりがマナーを守り、冬の暮らしを快適に過ごせるようにしましょう。
　今月号では、除雪路線や出動内容などについてお知らせします。
　除雪作業へのみなさんのご理解とご協力をお願いします。

除
雪
の
注
意
点

※３次路線の一部につい

　ては、これまでに引き

　続き、各行政区のご協

　力により『住民協働事

　業』の一環で除雪が行

　われています。

　
作
業
中
の
除
雪
車
は
何
度
も
前
進
や

後
退
を
繰
り
返
す
こ
と
が
あ
る
た
め
、

車
両
の
前
後
を
横
切
っ
た
り
、
通
り
過

ぎ
た
直
後
に
道
路
を
渡
ら
な
い
で
く
だ

さ
い
。

　
自
動
車
の
運
転
中
に
対
向
車
線
か
ら

除
雪
車
が
近
づ
い
た
と
き
は
、
通
り
過

ぎ
る
ま
で
車
を
停
止
し
て
く
だ
さ
い
。

除
雪
車
に
近
づ
か
な
い

　
市
街
地
の
除
雪
で
は
、
歩
道
を
小
型

ロ
ー
タ
リ
ー
車
で
、
車
道
を
除
雪
ト

ラ
ッ
ク
ま
た
は
グ
レ
ー
ダ
ー
で
雪
を
道

路
の
片
側
に
寄
せ
、
ロ
ー
タ
リ
ー
車
な

ど
で
排
雪
し
ま
す
。

　
除
雪
車
が
通
る
前
に
自
宅
敷
地
内
の

雪
を
道
路
に
投
雪
す
る
と
、
車
両
の
通

行
に
支
障
が
出
た
り
、
ハ
ン
ド
ル
を
と

ら
れ
交
通
事
故
の
原
因
と
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、
雪
を
路
上
に
出
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

雪
を
路
上
に
出
さ
な
い

　
車
が
分
散
し
て
駐
車
し
て
い
る
と
、

そ
の
間
を
縫
う
よ
う
に
除
雪
を
行
う
た

め
作
業
の
効
率
が
悪
く
な
り
ま
す
。

　
降
雪
が
見
込
ま
れ
て
い
る
と
き
に
公

共
施
設
の
駐
車
場
へ
車
を
止
め
る
場
合

は
、
隅
か
ら
順
に
停
め
て
く
だ
さ
い
。

駐
車
場
に
は

隅
か
ら
順
に
停
め
る

　
ロ
ー
タ
リ
ー
車
で
の
除
雪
が
困
難
に

な
り
、
作
業
に
遅
れ
が
出
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
歩
道
に
雪
を
積
ま
な
い

で
く
だ
さ
い
。

除
雪
す
る
歩
道
に

雪
を
積
ま
な
い

　
除
雪
車
が
路
上
駐
車
の
車
両
に
接
触

し
な
い
よ
う
に
慎
重
に
通
過
す
る
た

め
、
作
業
全
体
が
遅
れ
る
ば
か
り
か
、

き
れ
い
に
除
雪
が
で
き
ず
多
く
の
方
に

迷
惑
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
路
上
駐
車

は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

路
上
駐
車
を
し
な
い

除
雪
の
基
準

　
除
雪
車
の
出
動
は
10
㌢
相
当
の
積
雪

を
目
安
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
事

故
防
止
の
た
め
日
中
は
積
雪
量
が
10
㌢

に
達
し
て
も
、
降
雪
状
態
を
見
な
が
ら

す
ぐ
に
作
業
を
開
始
せ
ず
、
翌
日
の
午

前
３
時
30
分
頃
か
ら
通
学
・
通
勤
の
時

間
に
間
に
合
う
よ
う
に
行
い
ま
す
。

作
業
開
始
は

安
全
確
保
を
優
先

　
乗
用
車
が
走
れ
な
く
な
る
ほ
ど
の
大

雪
の
場
合
は
、
日
中
で
あ
っ
て
も
直
ち

に
１
次
路
線
の
除
雪
を
開
始
し
ま
す
。

た
だ
し
、
２
次
路
線
・
３
次
路
線
は
翌
日

の
通
常
開
始
時
間
か
ら
実
施
し
ま
す
。

　
吹
雪
な
ど
で
視
界
が
悪
く
な
っ
た
場

合
は
、
除
雪
車
の
事
故
防
止
の
た
め
天

候
が
回
復
す
る
ま
で
作
業
を
遅
ら
せ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

大
雪
の
場
合
は

直
ち
に
１
次
路
線
か
ら
除
雪

　
大
雪
の
場
合
は
、
最
初
に
更
別
市
街

と
上
更
別
市
街
の
１
次
路
線
か
ら
除
雪

を
始
め
ま
す
。

　
農
村
部
は
１
次
、
２
次
、
３
次
路
線

の
順
に
除
雪
を
始
め
、
並
行
し
て
市
街

地
の
仕
上
げ
作
業
を
行
い
ま
す
（
路
線

区
分
は
５
ペ
ー
ジ
、
６
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）。

　
乗
用
車
が
通
行
で
き
る
積
雪
量
の
と

き
は
、
路
線
順
に
関
係
な
く
効
率
的
な

順
番
で
作
業
を
行
い
ま
す
。

除
雪
は

市
街
地
の
優
先
道
路
か
ら

　
住
宅
敷
地
内
の
雪
の
排
雪
場
所
は
、

更
別
・
上
更
別
地
域
に
そ
れ
ぞ
れ
１
か

所
ず
つ
あ
り
ま
す
。

　
更
別
地
域
は
東
15
号
沿
い
の
南
４
線

〜
５
線
間
、
上
更
別
地
域
は
上
更
別
墓

地
北
側
の
道
道
沿
い
で
す
（
５
ペ
ー
ジ

の
路
線
図
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
）。

雪
捨
場
は

村
内
２
か
所
に
設
置

冬
の
暮
ら
し
を
支
え
ま
す

村
の
除
雪
作
業
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業を仕事にする～未来の担い手たち～農
　村では、次世代の農業の担い手を育成するため、新規就農を希望する方などを支援する制度を整えています。

　新規就農を希望してこの制度を活用し、昨年度の体験研修を経て、今年度は実践研修として長期間研修に取り

組んでいる方にお話を聞きました。

佐藤亮介さん・春佳さん (受入農家：美郷牧場　富永章嗣さん )

　朝は６時頃から牛にえさやミルクを与え、牛舎の
清掃をします。
　日中は牛の移動や除角をします。夏の期間は牧草
刈りの作業を行っています。
　夕方は16時30分頃からえさやりや清掃を行い、
18時頃に終了します。

１日のスケジュールを教えてください

　最初は牛に対して腰が引けてしまうこともありま
したが、夫婦でお互いの毎日の作業を振り返り話す
ことで勉強になっています。
　生活環境の変化にも最近ようやく慣れてきまし
た。２人でいるからここまで頑張ってこれていると
思います。
　将来のことは、受入農家さんや担い手センターな
ど周りの方と相談しながら決めていきたいと考えて
います。
　さらに経験を重ね、少しでも受入農家さんの力に
なりたいです。

これからの展望を教えてください

　トラクターなど大きな機械の運転や操作が難しく
感じました。感覚がつかみにくく、慣れるまで苦労
しました。

どのようなところが大変ですか？

　子牛が生まれ、お世話をして、成長する姿を見る
と幸せな気持ちになります。
　また、人懐こい牛がいたり、臆病な牛がいたりと
色々な性格をした牛がいるのもわかってきました。

やりがいを感じる場面はありますか？ 　作業をひと通り経験し、一生懸命に取り組んでく
れていて、日々進歩していると感じています。
　今後は、個性の強い牛たちが考えていることを感
じ取り、何を求めているのかを自ら判断して行動し、
経験を重ねていってほしいですね。

受入農家の美郷牧場　富永章嗣さんより

日頃お世話をしている牛と一緒に

●問い合せ　村農業担い手育成センター事務局(産業課 )　☎ 52-2115

消防車両を更新
とかち広域消防事務組合更別消防署では、配置している

水槽付消防ポンプ車両を更新しました。

　新しい車両には圧縮空気泡消火装置が搭載され、従来よ

り少ない水量で効率的な消火活動が可能となるほか、車両

の状況に応じて点灯する LED 赤色灯が設置され、安全性

の向上が図られています。また、複雑で多様化する災害救

助活動に、限られた人数で迅速かつ的確な対応ができるよ

う最新の救助器具が備えられています。

新しく配置された水槽付消防ポンプ車両

除
雪
に
関
す
る
お
願
い

　
「
積
雪
量
が
多
い
」、「
雪
が
湿
っ
て

い
る
」
な
ど
の
原
因
で
作
業
に
遅
れ
が

出
る
場
合
は
、
１
車
線
分
の
除
雪
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

積
雪
の
状
況
に
よ
っ
て
は

作
業
に
遅
れ
が
出
ま
す

　
市
街
地
を
除
雪
す
る
際
、
雪
を
歩
道

側
に
集
め
て
か
ら
排
雪
し
ま
す
。
住
宅

の
出
入
り
口
が
道
路
に
面
し
て
い
る
方

は
ご
理
解
願
い
ま
す
。

歩
道
側
に
一
度

雪
を
集
め
ま
す

　
除
雪
車
が
通
っ
た
後
、
吹
雪
な
ど
に

よ
る
吹
き
溜
ま
り
な
ど
、
交
通
に
支
障

が
あ
る
箇
所
を
見
つ
け
た
際
に
は
建
設

水
道
課
へ
連
絡
願
い
ま
す
。

除
雪
後
の
支
障
箇
所
を

ご
一
報
く
だ
さ
い

　
除
雪
に
関
す
る
ご
質
問
・
ご
意
見
は

建
設
水
道
課
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
せ

　
建
設
水
道
課
道
路
維
持
車
両
係

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
52
・
５
２
０
０

除
雪
に
関
す
る
ご
意
見
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す11月13日に社会福祉センターで行われた安全大会。

村の除排雪作業に携わるみなさんで安全宣言を確認
し、「ゼロ災害の達成」を誓いました。
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子育てに関する取り組みを紹介します子育てに関する取り組みを紹介します

●問い合せ　子育て応援課母子保健係 (子育て世代包括支援センター)　☎ 53-3700

　今年 10月から子育て母子手帳アプリ「すくすくアプリどんちゃん」の利用を開始しました。
　妊婦健診の結果や子どもの成長記録、予防接種などをスマートフォンで管理できます。
　また、子育て応援課の職員とオンライン相談ができるほか、村ホームページとリンクしているので地域の
情報などを知ることができます。
　母子健康手帳と合わせてご利用ください。

すくすくアプリどんちゃん

　毎月１回、午前 (10時00分～12時00分 ) と

ころころるーむ(母子健康相談)
　おたふくかぜはムンプスウイルスにより感染
し、２～３週間の潜伏期間のあと、発熱や頭痛、
耳下腺の腫れなどの症状が出ます。重い合併症
( 無菌性髄膜炎・精巣炎・卵巣炎・難聴 ) を起こす
こともあるので、ワクチンによる予防が必要です。
◆接種年齢　１歳以上
◆接種回数　２回 (※２年以上の間隔 )
◆接種費用　小学６年生まで無料
◆接種場所　村国保診療所

おたふくかぜの予防接種

日々の思い出を
楽しく記録できる

子どもの成長を
記録できる

家族みんなで
共有できる

妊娠中の記録を
グラフで確認できる

妊娠期から出産、子育て、子どもの成長発達を切れ目なくサポートする総合相談窓口です。
　保健師・管理栄養士・助産師・発達支援相談員の専門職が、妊娠中から子育て期に関する不安や悩み、相
談に対応します。
　場所は、子育て応援課内にあります。ひとりで悩まずにどんなことでもお気軽にご相談ください。

★ 子育て世代包括支援センターをお気軽にご利用ください

午後 (13時30 分～15時
30分 ) に福祉の里総合セ
ンターで開催しています。

午後 (13時30 分～15時
30分 ) に福祉の里総合セ

　母子交流の場や、身体
計測、相談など自由にご
利用ください。

詳しくは…
　ダウンロード・登録してご利用ください。
※無料で利用できますが、別途データ通信
　料が発生します。

母子モ 検索

　
子
育
て
応
援
課
母
子
保
健
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
53
・
３
７
０
０

◆
問
い
合
せ

特
定
不
妊
治
療
費
を

助
成
し
て
い
ま
す

特
定
不
妊
治
療
費
を

助
成
し
て
い
ま
す

　
村
で
は
、
特
定
不
妊
治
療
（
体
外

受
精
・
顕
微
授
精
）を
受
け
て
い
る
方

に
対
し
、
保
険
診
療
適
用
外
と
な
る

治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

①
申
請
書（
子
育
て
応
援
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
）

②
指
定
医
療
機
関
等
証
明
書

③
北
海
道
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
指
令

　
書
の
写
し（
道
の
助
成
を
受
け
た
方
の
み
）

④
治
療
費
の
領
収
書
の
写
し

⑤
銀
行
の
口
座
が
わ
か
る
も
の

⑥
印
鑑

◆
申
請
す
る
際
に
必
要
な
も
の

◆
治
療
が
終
了
し
た
年
度
内
に
子
育
て
応
援

　
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
助
成
の
申
請

◆
夫
婦
の
い
ず
れ
か
が
更
別
村
に
住
所
を
有

　
し
て
お
り
、
治
療
を
受
け
る
妻
の
年
齢
が

43
歳
未
満
の
方

◆
夫
婦
と
も
村
税
や
村
の
税
外
徴
収
金
に
滞

　
納
が
な
い
方

◆
同
一
の
治
療
に
対
し
て
他
の
市
町
村
か
ら

　
同
様
の
給
付
を
受
け
て
い
な
い
方

◆
対
象
者

◆
北
海
道
知
事
が
指
定
す
る
指
定
医
療
機
関

　
や
、
そ
れ
と
見
な
さ
れ
る
医
療
機
関
で
受

　
け
た
治
療

※
夫
婦
以
外
の
第
三
者
か
ら
精
子
・
卵
子
・
胚

　
の
提
供
に
よ
る
代
理
母
な
ど
の
も
の
は
対

　
象
外
で
す
。

◆
男
性
特
定
不
妊
治
療
（
単
独
で
の
助
成
は

　
不
可
）

◆
対
象
と
な
る
治
療

◆
１
回
20
万
円
を
上
限
と
し
ま
す
（
治
療
内

　
容
に
よ
っ
て
は
１
回
10
万
円
を
上
限
）。

◆
助
成
額
と
回
数

※
１
回
の
治
療
に
要
し
た
費
用
が
上
限
額
に

　
満
た
な
い
と
き
は
、
そ
の
治
療
に
要
し
た

　
額
と
な
り
ま
す
。

※
北
海
道
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
の
助

　
成
を
受
け
た
場
合
は
、
治
療
費
か
ら
道
の

　
助
成
金
を
控
除
し
た
額
と
な
り
ま
す
。

◆
治
療
開
始
時
の
妻
の
年
齢
が
40
歳
〜
43
歳

　
未
満
の
方
は
、
通
算
３
回
ま
で
の
助
成
と

　
な
り
ま
す
。

をををををををををををををををを

各課・施設の電話／メールアドレス →　総　務　課　☎ 52 − 2111　　soumu@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　企画政策課　☎ 52 − 2114　　kikaku@sarabetsu.jp

更別村
七十五
年史

村
の
歴
史
が
映
っ
た

貴
重
な
写
真
を
募
集
中
で
す

　
村
史
編
さ
ん
委
員
会
で
は
『
更
別
村
七
十
五
年
史
』
の
発
刊
に
向
け
、
村
の

歴
史
の
一
端
が
映
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
い
た
だ
い
た
写
真
は
、
写
真
の
内
容
に
よ
っ
て
、
村
史
本
文
の
ほ
か
、

村
史
内
の
「
私
の
歴
史
写
真（
仮
題
）」
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
村
史
編

さ
ん
担
当
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
せ

　
総
務
課
村
史
編
さ
ん
担
当

☎
52
･
2
1
1
1（
内
線
2
8
5
）

▼
掲
載
の
判
断
や
掲
載
す
る
際
の
配
置
、
大

　
き
さ
、
説
明
文
な
ど
は
村
史
編
さ
ん
委
員

　
会
が
決
定
し
ま
す
。

▼
複
製
の
後
、
早
期
に
お
返
し
し
ま
す
。

▼
写
真
の
提
供
に
よ
る
謝
礼
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
期
間
は
令
和
３
年
９
月
ま
で
と
し
ま
す
。

応
募
に
関
す
る
確
認
事
項

※
子
ど
も
や
ご
家
族
の
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
の
よ

　
う
な
写
真
は
除
き
ま
す
。

※
村
史
に
掲
載
す
る
場
合
は
、
提
供
者
の
氏

　
名
と
説
明
文
を
添
え
ま
す
。

※
応
募
い
た
だ
い
た
写
真
を
使
用
す
る
権
利

　
は
、
村
及
び
村
史
編
さ
ん
委
員
会
に
帰
属

　
し
ま
す
。
村
史
本
文
や
村
史
の
特
設
ペ
ー

　
ジ
に
掲
載
の
ほ
か
、
村
発
行
の
刊
行
物
に

　
掲
載
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

募
集
す
る
写
真

　
村
の
歴
史
の
一
端
が
記
録
さ
れ
て
い
る
写

真（
元
号
、
年
を
問
わ
ず
、
更
別
村
内
で
の

写
真
に
限
り
ま
す
）。

▼
街
並
み　
▼
風
景　
▼
イ
ベ
ン
ト

▼
行
事　
　
▼
生
活　
▼
交
通　

▼
農
作
業　
▼
工
場
な
ど
の
作
業　

▼
商
店
の
様
子
▼
学
校
や
幼
稚
園
の
様
子　

▼
災
害　
▼
事
件　
▼
事
故　

▼
そ
の
他
、
村
の
歴
史
写
真
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考
え
て
み
よ
う
！
「
人
生
の
心
づ
も
り
」

〜
自
ら
が
望
む
、人
生
の
最
終
段
階
の
医
療
・
ケ
ア
に
つ
い
て

　
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
〜

　
　
　
な
さ
ん
は
、
人
生
の
最
終
段
階
の
医

　
　
　
療
や
ケ
ア
に
つ
い
て
、
ど
こ
で
ど
の

よ
う
に
過
ご
し
た
い
か
を
考
え
た
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
？

　
そ
の
思
い
や
希
望
を
、
信
頼
で
き
る
身
近

な
家
族
や
、日
頃
か
ら
関
わ
り
の
あ
る
医
療・

介
護
の
関
係
者
と
話
し
合
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
？

　
人
生
の
最
終
段
階
で
本
人
の
意
思
が
尊
重

さ
れ
、
本
人
が
希
望
す
る
「
生
」
を
全
う
で

き
る
よ
う
、
年
齢
を
問
わ
ず
健
康
な
と
き
か

ら
人
生
の
最
終
段
階
の
医
療
・
ケ
ア
に
つ
い

て
考
え
る
機
会
を
持
ち
、
ご
家
族
や
医
療
関

係
者
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
と
繰
り
返
し

話
し
合
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
　
　
で
は
、
中
札
内
村
と
大
樹
町
と
の
合

　
　
　
同
で
在
宅
医
療
に
関
す
る
講
演
会
や

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
３
町
村
合
同
在
宅
医
療
推

進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
開
催
を
見
合
わ
せ
ま
し
た
が
、
ご
自
身
や

ご
家
族
が
医
療
や
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と

き
の
こ
と
を
話
し
合
う
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

と
考
え
、
ゲ
ー
ム
感
覚
で
楽
し
く
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
る「
人
生
の
心
づ
も
り
カ
ー
ド
」

が
付
い
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
３
町
村
合
同
で

作
成
し
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
も
、
今
を
ど
う
生
き
る
か
、
大

切
な
人
と
お
話
し
す
る
時
間
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
？

●
問
い
合
せ

　
保
健
福
祉
課
包
括
支
援
係☎

53
・
３
０
０
０

リーフレットは広報12月号
と合わせて配布しています

み

村

　右のQRコードを読み込むと、村の
Facebookページにアクセスできます。
●問い合せ
　住民生活課広報統計係　☎52-2112

　村では、より多くのみなさんに村の取り組みを
知ってもらえるようＳＮＳを活用し、Facebook の
アカウント (北海道更別村 )を開設しました。
　事業の予定やイベントなど暮らしに役立つ情報を
発信していきますので、「フォロー」と「いいね！」
をお願いします。

村の Facebook を
開設しました

水道が凍ったときは
村の指定給水工事事業者へ

　これから寒さの厳しい冬がやってきます。
長期間の外出をするときは「水落とし」をし
ましょう。
　もしも水道が凍結したときは、村の指定給
水工事事業者にご連絡ください。

株式会社更別企業　　☎ 52-3183
株式会社ヤマジョウ　☎ 52-2036

更別村指定給水工事事業者

●問い合せ
　建設水道課上下水道係　☎ 52-5200

※解凍に要する費用などは自己負担です。
※上記以外にも指定事業者があります。詳し
　くは建設水道課までお問い合せください。

10各課・施設の電話／メールアドレス →　産　業　課　☎ 52 − 2115　　sangyou@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　住民生活課　☎ 52 − 2112　　jyuumin@sarabetsu.jp

11 各課・施設の電話／メールアドレス →　建設水道課　☎ 52 − 5200　　kensetu@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　出　納　課　☎ 52 − 2113　　suitou@sarabetsu.jp

地元の乳製品に触れるきっかけに
ヨーグルトを寄贈

絆さらに深まる
東松島市の食材が給食に登場

幼稚園や小中学校の給食で友好姉妹都市の宮城県
東松島市の食材を使ったメニューが提供されました。
　この給食は、友好姉妹都市への理解を深めるきっ
かけにと毎年行われ、今年はのりうどんが登場。
　子どもたちはのりの風味を味わい、「海と大地　
子どもふれあい交流」で東松島市を訪れたことがあ
る子どもたちに話を聞くと、海で遊んだことやホー
ムステイをしたことなど、楽しかった旅の思い出を
振り返ってくれました。

ＪＡさらべつ青年部では、例年さらべつ大収穫祭で
牛乳の消費ＰＲとして試飲販売を行っていましたが、
新型コロナウイルスの影響により中止となり、代わり
の企画として、ヨーグルトと村の酪農を紹介するチラ
シを、村内の幼稚園や保育園、小・中学校に贈りました。
部長の大石竜也さんは「この取り組みが子どもたち

にとって村内の酪農の状況を知るきっかけになれば」
と話し、荻原教育長は「地元の農産物と触れ合う機会
になり嬉しく思います」とお礼を述べました。

11/24

新商品をみなさんにＰＲ
高校生が手がけた新商品の試食販売

　更別農業高校の生徒が開発した新商品「金時豆味
噌風調味料」と「さらのうＲＥＤキーマ」の試食販
売会が行われました。
　この取り組みは、同日に道の駅さらべつで開かれ
た収穫感謝祭と合わせて開催。
　新商品はいももちやカレーライスとして提供さ
れ、訪れた方は「高校生の一生懸命な取り組みを応
援しています」と話し、味わった商品を買い求め、
エールを送っていました。

伸び伸びと過ごせる空間に
学童保育施設の看板除幕式

学童保育施設「こどもの森」で、村内在住の書道家
安江翠泉さんが揮

き
毫
ごう
した看板がお披露目されました。

看板は玄関に設置。子どもたちが見守る中、迫力あ
る作品が披露されると、大きな拍手が起こりました。
安江さんは「未来を担う子どもたちのために、力を

込めて書き上げました」と話し、施設を運営する更別
どんぐり福祉会の髙畑昭子理事長は「作品を見て感激
しました。子どもたちを温かく見守ってくれていてあ
りがたいです」と感謝の気持ちを話していました。

11/6

11/11

10/31
   ・11/1
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12各課・施設の電話／メールアドレス →　議会事務局　☎ 52 − 2117　 gikai@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　農業委員会　☎ 52 − 2116　　nougyou@sarabetsu.jp

13 各課・施設の電話／メールアドレス →　保健福祉課　　　　　☎ 53 − 3000　　hoken@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　国民健康保険診療所　☎ 52 − 2301　　shinryousyo@sarabetsu.jp

で
は
な
く
、
ぜ
ひ
ご
自
宅
で
の
申

告
書
の
作
成
・
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携
が
始
ま

り
ま
す
！
】

　
令
和
３
年
１
月
か
ら
、
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
を
活
用
し
て
、
控
除
証

明
書
窓
の
必
要
書
類
の
デ
ー
タ
を

一
括
取
得
し
、
所
得
税
・
復
興
特

別
所
得
税
の
確
定
申
告
書
へ
の
自

動
入
力
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
ご
利
用
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。
ま
だ
取
得

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
お
早
め
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」

を
活
用
し
た
年
末
調
整
及
び
所
得

税
確
定
申
告
の
簡
便
化
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

帯
広
税
務
署

　
　
　
　
　
　
☎
24
・
２
１
６
１

　
村
民
税
第
４
期
と
国
民
健
康
保

険
税
第
６
期
の
納
期
限
は
、
12
月

21
日（
月
）で
す
。

　
納
税
に
は
便
利
で
確
実
な
口
座

振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

住
民
生
活
課
住
民
税
係

　
　
　
　
　
　
☎
52
・
２
１
１
２

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」は
、高
校・

大
学
な
ど
へ
の
入
学
時
・
在
学
中

に
か
か
る
費
用
を
対
象
と
し
た
公

的
な
融
資
制
度
で
す
。

●
融
資
額

　
お
子
さ
ん
１
人
に
つ
き
３
５
０

　
万
円
以
内

●
金
利（
令
和
２
年
11
月
２
日
現
在
）

　
年
１
・
68
%　
固
定
金
利

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
年
１
・

28
%

●
返
済
期
間

15
年
以
内

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
18
年
以
内

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
で
検
索

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）　

☎
０
５
７
０・０
０
８
６
５
６

　
ま
た
は

☎
０
３・５
３
２
１・８
６
５
６

【
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
を
！
】

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
か
ら
、
所
得
税
・
消
費
税
・
贈

与
税
の
申
告
書
を
作
成
で
き
ま

す
。
画
面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額

等
を
入
力
す
る
と
、
税
額
な
ど
が

自
動
計
算
さ
れ
、
作
成
し
た
申
告

書
は
、e-Tax

（
電
子
申
告
）ま
た

は
印
刷
し
て
郵
送
で
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
給
与
収
入
が
あ
る
方
や

年
金
収
入
、
副
業
な
ど
の
雑
所
得

が
あ
る
方
な
ど
は
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
最
適
化

し
た
デ
ザ
イ
ン
の
画
面
で
所
得
税

の
申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
対
応
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
の
方

や
、
事
前
に
税
務
署
で
専
用
の
Ｉ

Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
取
得
し
て
い

る
方
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

e-Tax

を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
へ

の
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、
多
く

の
方
で
混
雑
す
る
確
定
申
告
会
場

　
付
加
保
険
制
度
は
、
国
民
年
金

の
一
般
保
険
料
に
加
え
て
月
々

４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
収
め

る
こ
と
で
、
老
齢
基
礎
年
金
に
付

加
年
金
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　
付
加
保
険
料
を
納
め
る
た
め
に

は
申
し
込
み
が
必
要
で
、
申
し
込

み
を
し
た
月
の
分
か
ら
付
加
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

手
続
き
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、　

お
早
め
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
制
度
は
、
出
産
予
定
日
ま

た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
前
月

か
ら
４
か
月
間
の
国
民
年
金
保
険

料
が
免
除
に
な
り
ま
す
。
届
出
は

出
産
予
定
日
の
６
か
月
前
か
ら
で

き
ま
す
の
で
、
お
早
目
の
届
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

帯
広
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
☎
25
・
８
１
１
３

　
住
民
生
活
課
戸
籍
窓
口
係

　
　
　
　
　
　
☎
52
・
２
１
１
２

切
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
事
業
所
や
倉
庫
で
Ｐ
Ｃ
Ｂ
使
用

機
器
が
使
用
・
保
管
さ
れ
て
い
な

い
か
確
認
す
る
と
と
も
に
、
使
用

機
器
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
は
使

用
を
中
止
し
、
期
限
内
に
計
画
的

な
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
処
分
期
限

【
高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
】

・
変
圧
器
、
コ
ン
デ
ン
サ
ー
な
ど

　
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で

・
照
明
器
具
内
の
安
定
器

　
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

【
低
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
】

　
令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で

●
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
処
分
先

【
高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
】

　
中
間
貯
蔵
・
環
境
安
全
事
業
株

　
式
会
社（
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
）北
海
道

　
Ｐ
Ｃ
Ｂ
処
理
事
業
所

【
低
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
】

　
国
の
無
害
化
処
理
認
定
施
設
ま

　
た
は
許
可
施
設

●
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
を
確
認
し
た
と

　
き
は

　
届
出
や
処
分
業
者
と
の
契
約
が

　
必
要
で
す
。
左
記
ま
で
お
問
い

　
合
せ
く
だ
さ
い
。

十
勝
総
合
振
興
局

　
保
健
環
境
部
環
境
生
活
課

　
　
　
　
　
　
☎
27
・
８
５
２
７

確
定
申
告
に
関
す
る

お
知
ら
せ

タ
ー
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
会
場
で
は
マ
ス
ク
を
必

ず
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
会
場
入
口
で
検
温
を
実

施
し
、
37
・
５
℃
以
上
の
熱
の
あ

る
方
の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

12
月
20
日（
日
）

19
時
00
分
〜
20
時
30
分

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

１
０
８
名

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
、

　
お
電
話
で
く
り
り
ん
セ
ン
タ
ー

　
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
氏
名
・
住
所
・
連
絡
先
・
参
加

　
会
場
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
十
勝
圏
複
合
事
務
組
合

で
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
も

実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
意
見
に
つ

い
て
は
、
持
参
ま
た
は
郵
送
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
で
１
月
６
日

（
水
）ま
で
に
く
り
り
ん
セ
ン
タ
ー

へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
役

場
住
民
生
活
課
で
資
料
の
閲
覧
・

配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。

十
勝
圏
複
合
事
務
組
合

　
く
り
り
ん
セ
ン
タ
ー

〒
０
８
０-

２
４
６
４

　
帯
広
市
西
24
条
北
４
丁
目

　
１
番
地
５

　
　
　
　
　
　
☎
37
・
３
５
５
０

　
　
　
　
　
　

37
・
４
１
１
９

iken@
tokachiken.hokkaido.jp

　
村
で
は
、
財
政
状
況
を
み
な
さ

ん
に
公
表
し
て
い
ま
す
。
令
和
元

年
度
の
決
算
状
況
と
令
和
２
年
度

上
半
期
の
財
政
運
営
状
況
を
ま
と

め
た
「
財
政
状
況
説
明
書
」
を
閲

覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

閲
覧
を
希
望
さ
れ
る
方
は
役
場
総

務
課
を
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

●
閲
覧
期
限

　
令
和
３
年
12
月
１
日
ま
で

総
務
課
財
政
契
約
係

☎
52
・
2
1
1
1

　
村
の
ご
み
を
共
同
処
理
し
て
い

る
十
勝
圏
複
合
事
務
組
合
で
は
、

ご
み
処
理
施
設
の
更
新
に
向
け
、

整
備
の
基
本
的
な
方
向
性
を
示
す

「
新
中
間
処
理
施
設
整
備
基
本
構

想
」
の
策
定
に
あ
た
り
、
住
民
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
事
前
申

込
制
と
し
ま
す
の
で
、
参
加
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
く
り
り
ん
セ
ン

　

今
年
７
月
10
日（
金
）
か
ら
、

全
国
３
１
２
か
所
の
法
務
局
で
ご

自
身
が
作
成
し
た
遺
言
書
を
保
管

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
と
、
遺

言
書
の
紛
失
や
改
ざ
ん
を
防
止
す

る
こ
と
が
で
き
、
相
続
発
生
後
の

検
認
手
続
き
も
不
要
に
な
り
ま
す
。

制
度
の
詳
し
い
内
容
は
法
務
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

釧
路
地
方
法
務
局
帯
広
支
局

☎
24
・
５
８
２
３

　

Ｐ
Ｃ
Ｂ（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ

ル
）は
、
主
に
電
気
機
器
や
照
明

器
具（
安
定
器
）に
使
用
さ
れ
て

い
た
有
害
な
油
で
す
。
昭
和
47
年

に
製
造
や
使
用
が
禁
止
に
な
り
ま

し
た
が
、
今
も
使
用
さ
れ
て
い
る

も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
は
法
律
に
よ
り

処
分
期
限
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、

高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
中
に

は
、
処
理
期
限
ま
で
５
０
０
日
を

新
中
間
処
理
施
設
建
設
に
関
す
る

説
明
会
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

付
加
保
険
料
制
度
に
つ
い
て

国
の
教
育
ロ
ー
ン（
日
本
政
策

金
融
公
庫
）の
ご
案
内

村
税
納
期
限
の
お
知
ら
せ

村
の
財
政
状
況
を
公
表

し
ま
す

預
け
て
安
心
！

自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度

出
産
前
後
の
国
民
年
金

保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
処
理
期
限
が

迫
っ
て
い
ま
す
！
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令和２年度

文化賞・スポーツ賞等表彰式

スポーツ奨励賞スポーツ奨励賞
田　中　一　浩田　中　一　浩さんさん

スポーツ奨励賞スポーツ奨励賞
吉　野　友　晴吉　野　友　晴さんさん

　「文化の日」の 11月３日、文化・スポーツ活動の振興に貢
献された方や、優秀な成績を収めた方の功績をたたえる『更
別村文化賞・スポーツ賞等表彰式』が行われました。
　式典では、荻原教育長が受賞者へ表彰状と記念品を贈り、
「受賞されたみなさまは、永年にわたり各分野の活動で村民
を支え、その発展に寄与されてきました。これまでのご努力
とご尽力に感謝と敬意を表します」とあいさつ。
　続いて、来賓の西山村長が「活動を通じて村を盛り上げ、
一人ひとりの個性が輝く子どもたちの成長を支えていただ
き、村になくてはならない存在です」と受賞者の功績をたた
え、髙木村議会議長は「永年にわたりスポーツの振興に尽力
いただき感謝します。子どもたちが日々活動できるのは、受
賞されたみなさんの支えがあってのことです」と祝辞を述べ
ました。
　最後に、受賞者を代表して吉野友晴さんが「今回の受賞は、
スポーツに取り組むことができる環境を整えてくれた上更別
のみなさんの協力と子どもたちの頑張りのおかげです」と謝
辞を述べられました。

　多年にわたり上更別ス
ポーツ少年団の指導者とし
て卓越した指導力を発揮
し、多くの優秀な団員を育
成するなど村のスポーツ振
興に貢献した功績。

　村民スケートリンクの造
成を通じ、少年団の育成や
スケート協会の活動推進に
多年にわたり尽力され、村
のスポーツ振興に貢献した
功績。

　村内の子どもたちや各種サークル、愛好家のみなさんなど
559名が制作した 774点の作品が会場のアリーナいっぱいに展
示。鑑賞に訪れた方は、気持ちのこもった作品を前に足を止め、
見入っていました。
　また、３日には茶道サークルによるお茶会も開かれ、「和」の
ひとときが提供されていました。

10 月 31 日～ 11月３日　作品展示
(農業者トレーニングセンター )

第 57回更別村総合文化祭

各課・施設の電話／メールアドレス →　教育委員会　　☎ 52 − 3171　　kyoui@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　子育て応援課　☎ 53 − 3700　　kosodate@sarabetsu.jp

15 各課・施設の電話／メールアドレス → とかち広域消防事務組合更別消防署 ☎ 52 − 2201　　syoubou@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　ふるさと館　　　　　　　　　　☎ 52 − 2211　　furusato@sarabetsu.jp

14

児童文学・学習書ほか

え ほ ん新 着 図 書 案 内

更別村農村環境改善センター図書室だより 開館時間　９時 30分〜 18 時 00 分

休 館 日　火曜日および祝祭日 ( 日・月・土以外 )

住 所　更別村字更別南２線 96番地 11

　　　　　農村環境改善センター内

電 話　52− 3171本ごよみ本ごよみ

文学・一般書

『ノーダリニッチ島　Ｋ・

スギャーマ博士の植物図鑑』

Ｋ・スギャーマ／著

架空の島を舞台に、面

白い植物と出会うこと

ができる不思議な１冊。

今月のおすすめ本

今月の読みきかせ

12 月 19 日 ( 土 )　11 時 00 分〜 11 時 30 分

■『BEAR CAME ALONG』

　 ( 英語で読みきかせをします )

■『かしこくいきるしまりす』

今月の展示

■一般書コーナー　　　　■児童書コーナー

　『お掃除の本』　　　　　　『クリスマスのえほん』

　　　　　　　　　　　　　『冬休み自由研究の本』

空
の
探
検
記

(

武
田　

康
男)

古
墳
の
な
ぞ
が

わ
か
る
本

(

河
野　

正
訓)

こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い

こ
ど
も
図
鑑

(

多
摩
六
都

科
学
館)

元
号
っ
て
な
ん
だ
ろ
う

大
化
か
ら
令
和
ま
で

(

宮
瀧　

交
二

ほ
か)

オ
ニ
の
生
活
図
鑑　

(

ヒ
サ
ク
ニ
ヒ
コ)

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
パ
ン　

(

た　
　
　

な)

月
で
た
ん
じ
ょ
う
パ
ー

テ
ィ
ー
を
ひ
ら
い
た
ら

(

ジ
ョ
イ
ス
・

ラ
パ
ン)

あ
い
う
え
お
の
き　

(

レ
オ
＝
レ
オ
ニ)

ち
っ
ち
ゃ
な
ト
ラ
ッ
ク

レ
ッ
ド
く
ん
と
ピ
ン
ク
ち
ゃ
ん

(

み
や
に
し

た
つ
や)

け
ん
ぽ
う
絵
本

お
り
と
ラ
イ
オ
ン

(

楾　
　

大
樹)

あ
っ
た
か
い
な

(

く
す
の
き

し
げ
の
り)

な
い
し
ょ
で
ん
し
ゃ　

(

薫　

く
み
こ)

︿
美
し
い
本
﹀の
文
化
誌

装
幀
百
十
年
の
系
譜

(

臼
田　

捷
治)

宇
宙
の
彼
方
の
色

(

Ｈ

.

Ｐ

.

ラ
ヴ
ク
ラ
フ
ト)

ぼ
く
の
家
は
﹁
世
界
遺
産
﹂

(

小
松　

義
夫)

薬
物
依
存
症　
　

(

清
原　

和
博)

Ｋ
２　

池
袋
署
刑
事
課

神
崎
・
黒
木

(

横
関　
　

大)

一
億
円
の
さ
よ
う
な
ら　

(

白
石　

一
文)

習
近
平
が
変
え
た
中
国　

(

天
児　
　

慧)

キ
オ
ス
ク

(

ロ
ー
ベ
ル
ト
・

ゼ
ー
タ
ー
ラ
ー)

10
日
暮
ら
し
、

特
濃
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

(

森
井　

ユ
カ)

時
短
成
功
！
効
率
２
０
０
％
Ｕ
Ｐ
！

ス
マ
ホ
×
Ｐ
Ｃ
仕
事
術

(

目
代　

純
平)

い
つ
か
、
太
陽
の
船　

(

村
中　

李
衣)

10
年
後
に
食
え
る
仕
事
、

食
え
な
い
仕
事

(

渡
邉　

正
裕)

今
日
か
ら
使
え
る　

ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
ア
イ
デ
ア
帳

(

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

探
検
部　

ほ
か)

北
朝
鮮
を
撮
っ
て
き
た
！
ア
メ
リ
カ
人
女
性

カ
メ
ラ
マ
ン
﹁
不
思
議
の
国
﹂
漫
遊
記

(

ウ
ェ
ン
デ
ィ
・

Ｅ
・
シ
モ
ン
ズ)

　　　　　　　　　　　　　『冬休み自由研究の本』
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佐さ

藤と
う
琥こ

太た

朗ろ
う

く
ん

令
和
元
年
12
月
24
日
生

南
更
別
区

　わが家の三男坊のこたろうくん。

　お兄ちゃん達のことが大好きで困

らせてしまうこともしばしば。

　いっぱい遊んでいっぱい食べて、

大きく健やかに育ってね！

　　　　　　　　　　　　健太・愛

　わが家の次男の大葉です。

　毎日お兄ちゃん、お姉ちゃんを追

いかけて遊んでいます。

　これからも兄弟仲良く、元気にす

くすく育ってね。

　　　　　　　　　　　和人・理那

石い
し

井い

大た
い
よ
う葉

く
ん

令
和
元
年
12
月
2
日
生

東
栄
区

原は
ら
や
ま山

雪ゆ
き

花か

ち
ゃ
ん

令
和
元
年
12
月
4
日
生

曙
町

　小さいけれど食欲旺盛。保育園で

も毎日楽しく過ごしています。

　よく笑いよく泣き、お姉ちゃんに

も負けません。

　とってもかわいい雪花ちゃんをよ

ろしくお願いします。

　　　　　　　　　　　　歩・秋子

　
帯
広
市
の
三
洋
興
熱
株
式
会

社
よ
り
20
万
円
の
寄
付
金
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
寄
付
金
は
「
人
が
育
つ
ま
ち

づ
く
り
事
業
」
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す

１
学
年
農
業
視
察
研
修

10
月
30
日(

金)
、
若
手
世
代
の
農
村
へ
の
定
着
お
よ
び
農
業
等
へ
の
就

業
を
促
す
こ
と
を
目
的
に
、
ヤ
ス
ダ
フ
ァ
イ
ン
テ(

株)

十
勝
め
む
ろ
工
場
、

明
治
な
る
ほ
ど
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
十
勝
の
農
業
関
連
施
設
を
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
予
防
を
徹
底
し
て
見
学
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
１
年
Ａ
組　
道
田　
稚
㮈

ヤ
ス
ダ
フ
ァ
イ
ン
テ
さ
ん
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
有
名
企
業
に
携
わ
っ
て
お

り
、
全
国
で
走
っ
て
い
る
タ
ン
ク

ロ
ー
リ
ー
の
ほ
と
ん
ど
を
作
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

工
場
内
は
と
て
も
広
く
上
か
ら
作

業
風
景
を
見
学
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
が
、
見
た
こ
と
の
な
い
機
械
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　

実
際
に
目
に
し
な
け
れ
ば
知
ら
な

か
っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
進

路
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。

討
を
踏
ま
え
、
①
現
行
の
過
疎
地
域
指
定

の
継
続
、
②
過
疎
対
策
事
業
債
で
の
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
事
業
の
経
過
措
置
期
間
の
確

保
と
起
債
発
行
額
の
上
限
撤
廃
、
③
交
付

税
措
置
や
特
例
措
置
の
充
実
の
３
点
に
わ

た
り
、
具
体
的
な
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　

先
立
っ
て
９
日
午
後
か
ら
は
、
務
台
新

過
疎
対
策
事
務
局
長
、
武
部
事
務
局
長
代

理
、
小
島
幹
事
、
吉
川
前
農
水
大
臣
、
長

谷
川
前
総
務
副
大
臣
、
佐
藤
衆
議
院
議
員

を
訪
問
し
ま
し
た
。
各
議
員
か
ら
は
、﹁
人

口
減
少
率
と
財
政
力
指
数
を
勘
案
し
、
新

た
な
基
準
を
定
め
る
。
経
過
措
置
に
つ
い

て
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、
積
算
・

検
討
し
て
い
る
。
自
治
体
に
と
っ
て
も
命

綱
で
も
あ
り
、
総
務
省
と
も
連
携
協
議
を

行
い
、
法
案
提
出
と
な
る
﹂
こ
と
や
、﹁
経

過
措
置
の
み
な
ら
ず
、
広
域
的
な
過
疎
地

域
で
の
課
題
へ
の
取
り
組
み
も
必
要
﹂
と

11
月
10
日(

火)

、
令
和
３
年
度
よ
り
施
行
予
定

の
﹁
新
過
疎
法
﹂
に
伴
う
過
疎
地
域
指
定
除
外
が
見

込
ま
れ
て
い
る
道
内
13
市
町
村
の
首
長
に
よ
る
中
央

要
請
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

要
請
内
容
は
、
10
月
に
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
た
緊

急
関
係
市
町
村
対
策
会
議
で
の
議
論
や
要
請
文
の
検

過
疎
地
域
か
ら
の
除
外
が
予
想
さ
れ
る
道
内

市
町
村
で
中
央
要
請
を
行
い
ま
し
た

　

こ
れ
ま
で
も
過
疎
対
策
事
業
債
の
財

源
措
置
に
よ
り
、
何
と
か
少
子
高
齢
化

や
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
べ
く

頑
張
っ
て
き
ま
し
た
が
、
事
業
の
見
直

し
や
停
止
を
余
儀
無
く
さ
れ
る
急
激
な

変
化
は
、
住
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。
今
後
と
も
関
係
自
治
体

や
道
と
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
国
に

対
し
て
充
分
な
経
過
措
置
期
間
の
確
保

な
ど
を
強
く
求
め
て
い
く
決
意
で
す
。

の
指
摘
の
ほ
か
、﹁
現
行
指
定
の
継
続
は
厳
し
い
情

勢
で
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
税
収
の
落
ち
込
み
や

財
源
の
確
保
の
観
点
か
ら
、
出
来
る
だ
け
長
期
に
わ

た
る
経
過
措
置
や
激
変
緩
和
措
置
が
必
要
。
特
に
各

自
治
体
が
計
画
し
て
い
る
事
業
完
結
ま
で
の
財
政
支

援
が
不
可
欠
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
﹂
と
の
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

10
日
午
前
、
伊
東
衆
議
院
議
員
と
共
に
武
田
良
太

総
務
大
臣
へ
の
要
請
を
行
い
ま
し
た
。
武
田
大
臣
か

ら
は
、﹁
過
疎
指
定
解
除
に
つ
い
て
は
、
自
治
体
に

と
っ
て
は
死
活
問
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
例

え
指
定
が
解
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
も
、
放
置
を
せ

ず
、
事
業
継
続
へ
の
充
分
な
経
過
措
置
な
ど
総
務
省

と
し
て
も
関
係
機
関
に
精
力
的
に
働
き
か
け
を
行
っ

て
い
く
考
え
で
あ
る
﹂
と
の
力
強
い
お
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
11
月
20
日(

金)

に
は
、
全
国
過
疎
地
域

自
立
促
進
連
盟
主
催
の
﹁
新
過
疎
法
制
定
実
現
総
決

起
集
会
﹂
が
東
京
都
で
開
催
さ
れ
、
髙
木
議
長
と
と

も
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

お詫びと訂正

　広報さらべつ 11月号で誤りがありました。訂
正しお詫び申し上げます。
　18ページ　人の動き　2020年10月１日現在
　【誤】　総人口　3,166 人 ( ー４人 )
　　　　　男性　1,562 人 ( ー３人 )
　　　　　女性　1,604 人 ( ー１人 )
　【正】　総人口　3,166 人 ( ± ０人 )
　　　　　男性　1,562 人 ( ± ０人 )
　　　　　女性　1,604 人 ( ± ０人 )

　
　
　
１
年
Ｂ
組　
佐
々
木　
咲
羅

　

明
治
な
る
ほ
ど
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
十

勝
で
は
、
ま
ず
、
ど
の
よ
う
な
食
品

を
製
造
し
て
い
る
の
か
を
学
び
ま
し

た
。
そ
の
後
の
工
場
見
学
で
は
、
チ

ー
ズ
が
で
き
る
工
程
等
を
詳
し
く
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

映
像
が
映
る
カ
マ
ン
ベ
ー
ル
チ
ー

ズ
や
牛
の
ジ
オ
ラ
マ
が
印
象
深
く
残

っ
て
い
ま
す
。

い
つ
も
何
気
な
く
食
べ
て
い
る
も

の
が
製
品
と
な
る
過
程
は
興
味
深
く
、

今
後
の
学
校
生
活
や
将
来
の
職
業
選

択
へ
活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。
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総人口

3,157 人
（− 9人）

男性

1,557 人
（− 5人）

女性

1,600 人
（− 4人）

世帯数

1,334世帯
（− 2世帯）

地域安全ニュース

■更別村の交通死亡事故死ゼロ記録

　888 日 (11 月 30 日現在 )

■地域安全運動のお知らせ

飲酒運転は重大な犯罪です。飲酒が予想され

る場所へは公共交通機関を利用するなどの取り

組みを実践し、「飲酒運転をしない、させない、

許さない」を徹底しましょう。

　また、周りのみなさんも運転者が飲酒するこ

とのないよう注意しましょう。

戸籍の窓口

誕生おめでとう

下
しも
山
やま
依
い
想
お
 ちゃん　(本　町）聡・和恵

仲
なか
野
の
陽
ひ
咲
さき
 ちゃん　(緑　町）公章・紗綾

田　中　隆　司 さん（更別東区）83歳

12 月 １月
30( 水 ) 31( 木 ) １( 金 ) ２( 土 ) ３( 日 ) ４( 月 ) ５( 火 ) ６( 水 )

役 場
地域創造複合施設
改 善 セ ン タ ー
改善センター図書室
柔 剣 道 場
トレーニングセンター
健 康 増 進 室
福 祉 の 里 温 泉
国 保 診 療 所 午後休診
歯 科 診 療 所
ふ る さ と 館
リサイクルセンター

ごみ収集
市街地区 燃やせない 燃やせる 燃やせない
農村地区 燃やせない 燃やせる 燃やせない

※ 12月 29日 ( 火 ) と 30日 ( 水 ) は、全国的なシステム停止のため、マイナンバーカードの交付や電子
　証明書の更新などができませんのでご注意ください。なお、紛失や盗難などによるカードの一時利用停
　止は、マイナンバー総合フリーダイヤルで24時間 365日受け付けています (☎ 0120-95-0178)。
※地域創造複合施設の食堂は１月６日 (水 ) より営業します (☎ 66-4554)。
※国保診療所では、急な病気や怪我のときは診察します。お電話でお問い合せください (☎ 52-2301)。
※歯科診療所は、12月 28日 ( 月 ) 午後と 29日 ( 火 ) も休診します。
※くりりんセンター (帯広市 )でのごみの受け入れは、年末は12月31日の12時00分まで、年始は１月
４日の９時00分からです (12月31日の12時00分から１月３日まで休館 )。なお、年末年始は大変混
雑するため、計画的にごみ収集日にお出しすることをおすすめします。

公共施設などの年末年始業務予定 休み➡
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